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澤兇」を生み出す時代から
I 

「問い」を生み出す時代へ

UNIVERSITY of CREATIVITY主宰市未健太郎
＇ 

Ichiki Kentaro 

創造性とアルゴリズムを衝突させよう。効 エネルギーを交歓しながら、新しい時代を生

率化、合理化、最適化であふれかえる第4次 む高揚感を楽しんでほしい。

産業革命のあと、人類が持っている最大の

資本は「創造性」だからだ。 そして、得意領域を超えた分野とも積極

的に関係を作っていってほしい。近代デカル

受験で用意される問題に対する答えは、 トの時代から学問は細分化の一途を遂げた。

あなたの人生のツ ールになっても答えには決 専門化は研究深化を助けた反面、理系·文

してならない。学歴は スタ ートにはなるが 系・芸術系という壁を高く立てた。しかし、

ゴー ル にはもちろんならない。記憶力や計 一見プログラミングとは縁遠そうに見える芸

算力を誇る「答え」ではな く、世界と自分の 術領域、自然領域、身体領域にこそ、みんな

人生を結びつける「問い」こそを、みなさんひ の知性をぶつけてほしい。たとえば芸術家

とりひとりに考えてほしい。そして現象を記 や音楽家とコラボレーションしてみる。ある

号化する前に、その情報のレイヤーを本質的 いは一人旅に出てPCやスマホを介さずに自

に 意識してほしい。自分で認識する一次情報、 然を肌で感じてみる。屋久島の原生林でも

人と人で明示的に交換される二次情報。で 紀州熊野古道でも八重山鳩間島の珊瑚群で

もさらに0次情報なる個人の内的体験に基 もいい。芸術表現や自然界は おどろくほど

づく非言語的レイヤ ー が清報には織り込ま 重層的な変数の連鎖でできていることに感

れている。そう、僕は考えている。 動できるはずだ。

みなさんはすでに選ばれている。でもな 幸い、ポストコロナソサエティは、新しい

にで選ばれているのか。 ここにいる主に進 社会のかたち、新しい生活のかたち、そして

学校のみなさんは、すばらしい親御さんや教 新しい情報のかたちを待望している。会えな

師陣の方 々、相対的に分析力や構築力に優 い時代の集合知はなんなのか。人間とウィ

れた初等中等高等教育のおかげでここまで ルスの関係を改善するアルゴリズムは。文明

たどり着いたのだろう。でも、せっかくなの と自然の新しいアーキテクチャは。一体、な

だから、学校名や形式や建前を超えて、お互 にを計算し、な にを連結し、なにを入れ子構

いが創発的になることの可能性をもう一度考 造にしていけば、ぼくたちは 新しい世界制作

えてほしい。世界中のさまざまな異オたちと の方法を生み出せるのか。

判別式と命令でなされる多 くの情報処理

は、全体最適解に要素を従わせるという意味

で、一見、まるで戦後人材教育の相似形にも

見える。さらに、スマホやPCはわれわれに

常時接続し、一 挙手 一投足に最適化を求め

てくる。でも、ぼくたちは「 アルゴリズムの奴

隷」になってはいけない。

みなさんのような若き世代にこそ、今の政

府や企業や大学のシステムに順応する判別

式から大きく飛び出して、新しい秩序と解放

を未来に描き出してほしい。コンピュ ーテー

ショナルな感覚とエモーショナルな感覚を大

胆に衝突させることで、これまでにないモノ

ガタリと地図を生み出してほしい。
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UNIVERSITY of CREATIVITY 
専門領域を超えて創造性に特化する研究
開発プラットフオ ーム。運営元は株式会社
博報堂。人類30万年の創造性を研究す
る基礎研究部門や、人工知能やサステナピ
リティにおける創造性を研究実装するチー

ムを擁する。http//uoc wo「|d
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